
 

 

機能 何が必要？ どんな意識？ アクション 

・地域で共有できる（話し合いができる） 
・自治会に防災組織を作る 
・地域が連帯できる技能（子どもを中心） 
・自治会館（自由に利用できるもの） 
・地域活動の全グループとの連携を図る場と連帯感 

の醸成 
・組織の見直し（改革） 
・自治会員のニーズを汲み上げる仕組み 
・行政に地域の窓口を一元化する協働推進課を作る 
・協議会と自治会の連携を進める仕組み 

 
第１位「人材育成」 

・自治会役員の複数年任期制の導入 
・活動に継続性がない 
⇒自治会役員の任期を 2～3 年にする 

・自治会長の研修をする 
・自治会役員の研修の場を設ける 
・地域の中に色々なことをコーディネートできる 
人を養成する 

・人材の育成機能 
・リーダー育成（そのための研修） 
 
・向こう三軒両隣が親しくできる間柄 
・経験・スキルのある人に各部会等のサポート 
・活動資金・人材が必要 
・充分な活動資金・人手 
・地域活動資金の確保 
・単位自治会全員参加の行事の実施 
・地域活動をお世話する方が必要 
・地域が一体となってやれることは何か 
・世代の人同士が気軽に話せる場 
・イベントによらない人のつながり 
・行政と地域が話し合う場を作る 
・地域と行政の意見を話し合う場 
       ・役員等のやらされ感からの脱却 
       ・自治会長等に任せきりにせず、 
        充分な支援体制 
       ・1 人の人が多くの役員を務める 
        のではなく、できるだけ多くの 
        人に担ってもらい負担を軽減 

・協調意識がほしい 
・行政にたよらない自立した意識 
・行政におんぶにだっこでなく自分たちでできる 

ことはやる 
・お互いに支え合って生きるべき 
・公民館の役員の任期は複数年とする 
・自己中心ではなく他人を思いやる 
・地域住民の地域活動意識の高揚 
・地域のボランティアグループを活性化する 
・言いだしっぺが責任を取らないといけない仕組み 
 はどうかと思う 
・自治会長の研修など行政がしっかりサポートして 
 ほしい 

・高齢者と若年者との会合をする場を作る 
・いきいきサロン 
・各自治会で多くの人が参加するテーマを作り出す 
・交流を深めるために利用する 
・班長会は毎月開催する 
・中高校生でも子ども会にあたる組織を 
・連合自治会長に権限を与える 
・自治会に加入することによる若者にとって分かり 
 やすいメリット・魅力の創出 
・自治会をブロック化して責任者を出す 
・成功体験の共有を 
・自主財源の創出 

A 班 

第２位「若者の参加」 

・若者だけの部会を作る 
・若い人のグループ形成 
・若者の交流できる場所を作る 
・（若者の）子どもによらないつながり 
・若者・新しい人の運営参加 
・単位自治会の役員をできるだけ若い人に 
・役員に若者・女性を入れる 
・役員への女性の積極的な登用 
・若者へのアプローチ 
・若者が自治会活動⇒自治会が若者の活動 

第３位「行政を成功させる 

     プロセスで交流」 

・若い人・子どもが参加できる行事を企画 
 （世代間交流） 
・多世代が参加できる大きなイベントを仕 
掛ける 

 ・地域のイベントを創出すれば・・・ 



 

 

 

新たな発想 
 

・言う場・しゃべり場 
・同じレベルで話せる場 
・1 つ（共通）のテーマでつながる 
・負担が少ないイベント 
・地域で楽しめる場 
・参加することが楽しいという体験 
・敷居が高くないつながりを数多く 

ニーズを

汲取る場 

チーム力 

 
 

・地域住民のニーズの把握⇒企画

・プロジェクトチーム制 

キーワードは 

「ちょこっと地域」 

意識・啓発 
    ※これまでの取組みも大切

 
・危機感を持たせる 
・社会教育 
・退職後すぐの層が関わる仕組み

・子どもの将来を考える 
・地域と学校の連携 

B 班 若者 

・若者が参加したくなるような仕組み作り（IT の活用など） 
・若者をひきつける・巻き込むなにか・・・ 

公民館（場） 

・コーディネートできるチームを育てる（個人ではなく） 
・しかけができる人 
・地域の団体をつなげる場 
・ネットワーク作りのための情報（データ）の集まる仕組み 
・地域を発信する場、 
・地域を知る場 
・地域と行政が一緒になって考える場 

・民主的な仕組み（組織）

・柔軟 



 

 

機能 何が必要？ どんな意識？ アクション 

・若者と高齢者とが自由に話せる場を持たせる 
・自治会活動に若い人が参加できるシステム作り 
・連合自治会長の権限の強化 
 

・問題・課題を解決していく体制が必要 
・若者を行事に引き込む 
・地域の魅力を高める 
・連合自治会の財源確保 
・自治会の財源確保 
・各学校の 3 年位先を考えた支援・対策を話し合う 
 
 

・人のつながりを地域全体に広げていく 
・隣近所の人が互いに気にかける気持ち 
・多くの人に地域活動に興味を持ってもらう 
・次の世代に活動を繋げていく 
・ボランティア意識の向上 
・楽しんで活動に参加 
・同じ地域（地区）内のことに関心を持つ気持ち 
・子ども・高齢者を地域で見守る 

・趣味を主体とした仲間作り 
・主事の研修会 
・主事の責任が大きくなるので給与（昇給など）の見

直し 
・各単位自治会で協力すべき内容の明文化 
・自治会加入者の増加 
・高齢者の支援対策を確立 
・自治会長を支える（意識、仕組み） 
・自治会員の参加しやすい行事の設定 
・イベント委員を作り、各行事のリーダーに 
・行事の整理 
・行事等マンネリ化しているので抜本的な見直しをす

 る 
・行政への窓口の専任制の確立 
・公民館に 10 人程度が座って話せる場があるとよい

 （いつでも、だれでも話し合える） 
・互いに助け合える体制（ボランティア団体等） 
・強力なリーダーが継続的に育成されるシステム作り

 

C 班 

「若者の参加」 

・地域の若者の人材育成 
・若者が所属する組織 
・若手役員の登用 
・異世代が話合う場づくり 

「地域自治会の王国」を作り、自主運営させ

てほしい。 

「計画的な自治会運営」 

・計画的な自治会運営 
・（問題等）を言ったら、そのことに答える（対

応できる組織） 
・地域全体で意見をまとめる 
・自主防災組織による住民参加を促進する施

策 


